つぎに また、 あいまいな 点 は、 「 一 体に なろうと する 

特殊な 性的 愛」 の その 「性的 愛」 という 言葉で ある。 

性が 主な のか、 愛が 主な のか、 卵が 親 か、 鶏が 親 か、 

きわ 

いつまでも 循環す る あいまい 極まる 概念で ある。 性的 

愛、 なんて 言葉 はこれ は 日本語で はない ので はな かろ 

うか。 何 か 上品め かして 言い つくろつ ている 感じが す 

る。 

いったい 日本に 於いて、 この 「愛」 という 字 を やた 

らに 何に でもく つつけ て、 そうして それ を どこ やら 文 

化 的な 高尚 な ものみた いな 概念に で つち 上げる 傾き 

が あるよう で、 (そもそも 私 は 「文化」 という 言葉が き 



らいで ある。 文のお 化けと いう 意味であろう か。 昔の 

日本の 本に は、 文 華 または 文 花と 書いて ある) 恋と 言つ 

て もよ さそうな のに、 恋愛、 という 新語 を 発明し、 恋 

愛 至上 主義なん ての を 大学の 講壇で 叫んで、 時の 文化 

的なる 若い 男女の 共鳴 を 得たり したよう であった が、 

恋愛 至上と いうから 何となく 高尚み たいに 聞え るので • 

これ を 在来の 日本語で、 色慾 至上 主義と 言ったら、 ど 

うであろう か。 交合 至上 主義と 言っても、 意味 は 同じ 

である。 そんなに 何も 私 を、 にらむ 事 は 無い じ やない 

か。 恋愛 女史よ。 

つまり 私 は 恋愛の 「愛」 の 字、 「性的 愛」 の 「愛」 の 



り 合い、 夜の 公園な ど を 散歩して いる 若い 男女 は、 何 

も あれ は 「愛し」 合って いるので はない。 胸中に ある 

もの は、 ただ 二 体に なろうと する 特殊な 性的 煩悶」 

だけで ある。 

それで、 私が もし 辞苑の 編纂 者だった ならば、 次の 

ように 定義す るであろう。 

「恋愛。 好色の 念 を 文化的に 新しく 言い つくろい しも 

の。 すなわち、 性慾 衝動に 基づく 男女 間の 激情。 具体 

的に は、 一 個 または 数個の 異性と 一 体に なろうと あが 

く 特殊なる 性的 煩悶。 色慾の AVarming-up とで も 称 

すべき か。」 



ずう ずう 

ろうとして、 まあ、 なんという 図々 しさ。 「神聖」 だな 

んて、 もったいない。 口が 腐ります よ。 まあ、 どこ を 

押せば そ んな 音が 出る のでしょう。 色気 違 いじ やない 

かしら。 とても、 とても、 あんな 事が、 神聖な もので 

I ゝ 

す 力 

さて、 それで は、 その 恋愛、 すなわち 色 慾 の 

AVarming-up は、 単に チャンスに 依っての み 開始 せら 

れる ものであろう か。 チャンス という 異国 語 はこの 場 

合、 日本に 於いて 俗に言われる 「ひ よんな 事」 「ふとし 

た 事」 「妙な 縁」 「きっかけ」 「ものの はずみ」 などと い 

う 意味に 解しても よろしい かと 思われる が、 私の 今日 



の だ。 いや、 本当に これ は、 事実 談 なので ある。 図に 

と-つろ-つ 

乗って まくし 立てる よう だが、 登楼して、 おいらんと 

一 一人で ぐっすり 眠って、 そうして 朝まで、 「ひ よんな 事」 

も 「妙な 縁」 も 何も 無く、 もちろん それゆえ 「恋愛」 

も 何も 起らず、 「おや、 お帰り？」 「そう。 ありがとう。」 

と 一 夜の 宿のお 礼を言って そのまま 引き上げた 経験 さ 

え 私に はあった。 

こんな 事 を 言って いると、 いかにも 私 は 我慢して キ 

ある 

ザに 木石 を 装って いる 男 か、 或いは、 ィム ポテンツ か、 

いばしんえん いえ ど いかん 

或いは、 実は 意馬心猿 なりと 雖 も 如何せん もてず、 振 

られ どお しの 男の ように 思う ひと も あるか も 知れぬ が、 



「あの 時、 あたし は あなたの 傍に いたのよ。 あなた は 

稽古 本なん か 出して、 何だか 印 をつ けたり して、 きざ 

だった わね。 お 稽古 も、 やって るの？」 

「やって いる。」 

「感心ね。 お 師匠さん は 誰？」 

さ きえ だ ゆ う 

「咲栄 太夫さん。」 

「そう。 いいお 師匠さん についた わね。 あのかた は、 

じ よ - つず 

この 弘前 では 一ばん 上手よ。 それにお となし くて、 い 

いひと だ わ。」 

「そう。 いいひと だ。」 

「あんな ひと、 すき？」 



なって いた。 甚だ 野蛮な 事に は 違いない が、 その 独特 

の 味覚の 魅力に 打ち勝つ 事が 出来ず、 私な ども 子供の 

頃に は、 やはり この 寒 雀 を 追い まわした もの だ。 

ぉ篠 さんが 紋附の 長い 裾 を ひきずって、 そのお 料理 

のお 膳 を 捧げて 部屋へ はいって 来て、 (すらりと した 

ほそおもて 

からだつきで、 細面の 古風な 美人 型の ひとであった。 

としは、 二十 二、 三く らいであった ろうか。 あとで 聞 

めかけ 

いた 事 だが、 その 弘 前の 或る 有力者のお 妾で、 まあ、 

当時 は 一流の ねえさんであった ようで ある) そうして 

私の あたって いる 炬燧の 上に 置いた 瞬間、 既に 私 は そ 

のお 膳の 一 隅に 雀 焼き を 発見し、 や、 寒 雀！ と 内心 



ひそかに 狂喜した ので ある。 たべたかった。 しかし、 

私 はかなり の 見栄坊であった。 紋附を 着た 美しい 芸者 

三人に 取リ まかれて、 ばりばりと 寒 雀 を 骨 ごと 嚙 みく 

だいて 見せる 勇気 は 無かった。 ああ、 あの 頭の 中の 味 

噌は どんなに かおい しいだろう。 思えば、 寒 雀 もずい 

ぶんしば らく 食べなかった な、 と 悶えても、 猛然と そ 

ぎんなん 

れを頰 張る 蛮勇 は 無い ので ある。 私 は 仕方なく 銀杏の 

つまよ-つじ 

実 を 爪楊枝で つついて 食べたり していた。 しかし、 ど 

うしても、 あきらめ 切れない。 

一方、 女 どもの 言い争い は、 いつまでも ごたごた 続 

いている。 



下 こ A くした。 

ぉ篠は 部屋へ はいって 来て、 私の 枕元に きちんと 坐 

り、 何だか、 いろいろ 話しかける。 私 は 眠そう な 声で、 

いい加減の 返辞 をして いる。 掛 蒲団の 下に は 雀 焼きが 

ある。 とうとうお 篠と は、 これほど たくさんの チャン 

ス があった のに、 恋愛の レの字 も 起らなかった。 ぉ篠 

は いつまでも 私の 枕元に 坐って いて、 そうしてこう 

言った。 

「あたし を、 いやな の。」 

私 は それに 対してこう 答えた。 

「いや じ やない けど、 ねむく つて。」 
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